
広
報
｢な
ぎ
」

奈
義
町
自
主
防
災
組
織
総
合
防
災
訓
練
に
て
撮
影

（
4
～
5
頁
に
関
連
記
事
掲
載
)

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
目
指
し
て！！

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
目
指
し
て！！

 12
平
成
25年
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013.



2013.12月号2013.12月号

（
順
不
同
）

●
絵
本
の
世
界
　

撮
影
：
谷
口
重
光

　

ま
る
で
絵
本
に
出
て
く
る
よ
う
な
光
景
は
、
私
の
お
気
に
入
り

の
場
所
で
す
。

●
凛
と
　

撮
影
：
石
川
富
久
美

　

山
の
駅
に
雪
が
積
も
り
、
池
に
は
氷
が
張
り
、
凛
と
し
た
空
気

が
包
み
ま
す
。

　

ふ
と
日
が
差
し
た
そ
の
瞬
間
、
僅
か
に
で
き
た
影
が
ほ
っ
と
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

●
星
の
降
る
現
代
美
術
館
　

撮
影
：
小
林 

猛

　

満
天
の
星
空
に
映
え
る
美
術
館
は
、
ど
こ
か
神
聖
さ
さ
え
感
じ

る
場
所
で
す
。

　

今
年
度
６
月
か
ら
９
月
ま
で
、
町
民
皆
さ
ま
に
「
我
が
町
奈
義
町
」
を

再
発
見
し
て
い
た
だ
き
、
本
町
の
豊
か
な
地
域
資
源
を
町
内
外
に
発
信
す

る
た
め
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
10
人
69
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
先
般
、
応
募
作
品
の
審
査
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
特
選

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

特
選
に
選
ば
れ
た
写
真
は
、「
平
成
26
年
奈
義
町
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
写
真

と
し
て
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
広
報
紙
で
は
特
選
に
選
ば

れ
た
作
品
を
受
賞
者
の
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　

〜 

特
選
受
賞
者 

〜

・
石
川
富
久
美
さ
ん
（
高
円
）
　

２
作
品

・
谷
口
重
光
さ
ん
（
智
頭
町
）
　

１
作
品

・
小
林
　
　

猛
さ
ん
（
皆
木
）
　

１
作
品 

●
銀
杏
舞
台
　

撮
影
：
石
川
富
久
美

　

も
み
じ
の
赤
の
見
事
さ
と
、
ど
う
だ
ん
つ
つ
じ
の
上
に
散
っ
た

銀
杏
の
葉
の
黄
色
が
映
え
ま
す
。

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
紅
葉
は
毎
年
見
事
で
す
。

フォトコンテスト審査
発表

「
平
成
26
年
奈
義
町
カ
レ
ン
ダ
ー
が
完
成
‼
」

※

12
月
広
報
紙
と
と
も
に
各
戸
へ
配
布
し
ま
す
。

平成26年奈義町カレ
ンダー完成‼

22



2013.12月号2013.12月号

（
順
不
同
）
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と
と
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に
ご
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ま
す
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選
受
賞
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石
川
富
久
美
さ
ん
（
高
円
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２
作
品

・
谷
口
重
光
さ
ん
（
智
頭
町
）
　

１
作
品

・
小
林
　
　

猛
さ
ん
（
皆
木
）
　

１
作
品 

●
銀
杏
舞
台
　

撮
影
：
石
川
富
久
美

　

も
み
じ
の
赤
の
見
事
さ
と
、
ど
う
だ
ん
つ
つ
じ
の
上
に
散
っ
た

銀
杏
の
葉
の
黄
色
が
映
え
ま
す
。
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＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
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紅
葉
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毎
年
見
事
で
す
。

フォトコンテスト審査
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平
成
26
年
奈
義
町
カ
レ
ン
ダ
ー
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成
‼
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平成26年奈義町カレ
ンダー完成‼
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2013.12月号2013.12月号

〜
自
助
・
共
助
・
公
助
〜

西原　避難状況収集の様子

滝本　被害状況確認の打合せ

役場災害対策本部の様子

中島西　避難者の状況
中島東　避難者用のおにぎりを作る様子

豊沢　被災状況収集

皆木　避難所運営訓練の様子

柿　各地区コミュニティハウス等に
　　　　　　　　　一次避難所を設置

　

11
月
９
日
、
奈
義
町
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
と
奈
義
町
が
主
体
と
な
っ
た
、
自
主
防
災
組
織
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
奈
義
町
全
域
で
自
主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
今
年
度
、
連
絡
協
議
会
を
結
成
し
、

町
内
全
域
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
内
容
は
、
那
岐
山
断
層
を
震
源
と
す
る
震
度
６
弱
の
地
震
を
想
定
し
た
も
の
で
、
避
難
・
避
難
先

誘
導
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
、
情
報
収
集
・
伝
達
訓
練
、
避
難
所
運
営
訓
練
を
中
心
に
行
い
各
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
等
で
は
一
次
避
難
所
を
開
設
し
、
役
場
に
は
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

一
次
避
難
所
か
ら
は
、
災
害
対
策
本
部
へ
避
難
・
被
害
状
況
の
報
告
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
連
携
が
図

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
炊
き
出
し
等
に
お
い
て
も
各
地
区
で
工
夫
さ
れ
、
自
主
的
で
有
意
義
な
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

第
１
回

自
主
防
災
組
織
総
合
防
災
訓
練
の
実
施

主な意見
・一次避難所の設営前に住民が集まって受
付準備が間に合わなかった。

主な意見
・メモ等で伝達を今後行う必要がある。
・情報班だけでなく、事前打ち合わせや
研修が必要である。

主な意見
・婦人防火クラブや婦人会等で
連携して炊き出しが出来た。

・実際の断水の時の場合に、給
水場所の設定が必要。

主な意見
・緊急時における地区内の巡回経路
を確立しておく必要がある。

・子どもの訓練参加が少なかった。
・一次避難所から距離が離れている
人の避難が少なかった。 ・全地区からの被害状況報告を受け、集

計し、防災行政無線で周知しました。
・主要幹線道路や公共施設、ため池等の
被害確認に行きました。

主な意見
・自主防災組織の指揮機能がスムー
ズでなかった。

主な意見
・各組合それぞれで避難所へ避難された
方を確認して名簿チェックができた。

・高齢者等の避難誘導を組織的に行う必
要がある。

・消防団との連携が良かった。
主な意見
・自主防災組織図の説明、
避難所運営について等
の話ができた。

・各組合ごとに災害につ
いての話ができ、防災
意識が高まった。

4
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助
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2013.12月号2013.12月号

29日
㈰

28日
㈯

◯休休◯ 休 休 休 休 休 休

◯休休 休 休 休 休 休 休

休

◯

休

◯

休

６日
㈪

◯

◯

休

休

休

休◯ 休 休 休 休 休 休

休◯ ◯ ◯ 休 休 休 休

◯

◯

◯

◯

休

休

休

休

休

休

◯

休

休

休

休

休

休◯ 休 休 休 休 休 休

４日
㈯

休

休

休

休

休

27日
㈮

◯

◯

◯

◯

◯

休

休

休

休

休

30日
㈪

休

休

休

休

休

31日
㈫

休

休

休

休

休

１日
㈬

休

休

休

休

休

２日
㈭

休

休

休

休

休

３日
㈮

休

休

休

休

休

休

休

休

◯

休

休

休

休

休

休

休

休

1月

元 日

ご み 収 集

福 祉 バ ス

ウォーキングプール

山 彩 村

山 の 駅

ビカリアミュージアム

図 書 館

役 場

保健相談センター

文化センター

海洋センター

美 術 館

12月

休

◯

休

◯

◯

◯

５日
㈰

休

休

◯

◯

◯

農地面積

金額

～0.5ha

30万円

0.5ha～2.0ha

50万円

2.0ha～

70万円

経 営 転 換 協 力 金

●役場は………………………12月28日㈯から１月５日
㈰までの９日間お休みしま
す。

　　　　　　　　　　　　　婚姻届、出生届、死亡届な
どは、役場の日直、宿直の
職員が通常どおり受付しま
す。

●ウォーキングプールは……12月27日㈮は午後９時ま
で、年始は１月５日㈰から
開館します。

●山の駅は……………………12月～２月の営業時間は、
午前10時から午後４時まで
となります。なお、１月１
日㈬元日は初日の出まつり
にあわせ、軽食のみ午前10
時まで営業します。
※１月４日、５日は終日、
軽食のみ営業

●ごみ収集は…………………年末の可燃ごみ収集につい
ては、12月27日㈮まで収集
年始は、1月６日㈪から収
集します。

○
＝
開
館（
営
業
）日東 西

人・農地プランは
　地域農業の“未来の設計図”
　～大切な農地を守るために～

　現在、本町では人・農地プラン策定に向けて取り組みが行われています。
　人・農地プラン策定事業は、農業者の高齢化や担い手不足、耕作放棄地の増加など「人と農地の問題」を解決するた
め、５年後の農業経営を見据えたプラン（計画）を策定し、持続的な力強い農業の実現を図るために実施しています。
　本町では、昨年６月に関本地区が岡山県で一番最初にプランを策定したのをはじめ、現在までに町内９地区でプラン
が策定されています。
　今年度は残りの９地区で地区説明会が開催され、全地区で取り組みの意向が示されるなど、人・農地プラン策定に向
けて積極的な取り組みが行われています。
　今回は、人・農地プランを作成することで受けられるメリット等についてご紹介します。

１　新規就農者への支援（青年就農給付金（経営開始型)）があります！
　自ら独立して農業を開始する人に対し、農業を始めて間もない時期（経営が安定するまで最長５年間）に給付金とし
て、150万円（年間）を支援します。対象者は次の要件をすべて満たす人です。
①原則として45歳未満で独立・自営就農する人
②｢人・農地プラン」に位置づけられている人（見込みも可）
③就農後の所得（本給付金以外）が250万円未満の人

２　農地を貸し出す農家に対する支援（農地集積協力金）があります！
　｢人・農地プラン」に位置づけられた農家に、農地を貸し出して、経営規模の拡大を後押しする農家を支援します。
対象者は、農地利用集積円滑化団体へ10年以上白紙委任（農地を貸し付ける相手を指定しない委任契約）をする人です。
（また、遊休農地を所有しない方で、前年に販売農家の実績が必要となります｡）
①経営転換協力金
　高齢などで農業をやめる場合など、
耕作している農地のすべてを貸し出す
農家に次のとおり、農地面積に応じて
支援します。

②分散錯圃解消協力金
　　農地の連担化に協力する人に、農地面積に応じて10ａあたり５千円を支援します。

３　農地を借りる農家（受け手）に対する支援（規模拡大交付金）があります！
　農地利用集積円滑化事業により、農地を面的集積（連担化）するため、新たに利用権設定（６年以上）をした面積に
応じて、受け手に10ａ当たり２万円を支援します。
※｢人・農地プラン」において中心経営体への農地の集積
範囲が定められた場合には、規模拡大交付金の面的集積
要件（連担化）が緩和されます。

　～｢人・農地プラン」は変更ができるの？～
　いったん人・農地プランを作成しても、随時見直すこと
ができます。最初から完全なプランにする必要はありませ
ん。必要な部分から始めて、順次拡大していくこともでき
ます。

●問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114

　～｢人・農地プラン」を作成することでどんなメリットがあるの？～

（午後休）

町内全地区プラン策定を目標に取り組んでいます！

（午前10時～休）

役場の仕事
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2013.12月号2013.12月号

29日
㈰

28日
㈯

◯休休◯ 休 休 休 休 休 休

◯休休 休 休 休 休 休 休

休

◯

休

◯

休

６日
㈪

◯

◯

休

休

休

休◯ 休 休 休 休 休 休

休◯ ◯ ◯ 休 休 休 休

◯

◯

◯

◯

休

休

休

休

休

休

◯

休

休

休

休

休

休◯ 休 休 休 休 休 休

４日
㈯

休

休

休

休

休

27日
㈮

◯

◯

◯

◯

◯

休

休

休

休

休

30日
㈪

休

休

休

休

休
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㈫

休

休

休

休

休

１日
㈬

休

休

休

休

休

２日
㈭

休

休

休

休

休

３日
㈮

休

休

休

休

休

休

休

休

◯

休

休

休

休

休

休

休

休
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◯

休

◯

◯

◯

５日
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休

休

◯

◯

◯
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対象者は、農地利用集積円滑化団体へ10年以上白紙委任（農地を貸し付ける相手を指定しない委任契約）をする人です。
（また、遊休農地を所有しない方で、前年に販売農家の実績が必要となります｡）
①経営転換協力金
　高齢などで農業をやめる場合など、
耕作している農地のすべてを貸し出す
農家に次のとおり、農地面積に応じて
支援します。

②分散錯圃解消協力金
　　農地の連担化に協力する人に、農地面積に応じて10ａあたり５千円を支援します。

３　農地を借りる農家（受け手）に対する支援（規模拡大交付金）があります！
　農地利用集積円滑化事業により、農地を面的集積（連担化）するため、新たに利用権設定（６年以上）をした面積に
応じて、受け手に10ａ当たり２万円を支援します。
※｢人・農地プラン」において中心経営体への農地の集積
範囲が定められた場合には、規模拡大交付金の面的集積
要件（連担化）が緩和されます。

　～｢人・農地プラン」は変更ができるの？～
　いったん人・農地プランを作成しても、随時見直すこと
ができます。最初から完全なプランにする必要はありませ
ん。必要な部分から始めて、順次拡大していくこともでき
ます。

●問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114

　～｢人・農地プラン」を作成することでどんなメリットがあるの？～

（午後休）

町内全地区プラン策定を目標に取り組んでいます！

（午前10時～休）
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2013.12月号2013.12月号

個人
(住宅用)

個人
(事業用)

法人

10kW未満の
太陽光発電設備
（余剰売電）

売電するため
の事業用資産
とはなりませ
んので、償却
資産としては
課税の対象外
となります。

個人の方であっても事業の用に供してい
る資産については、発電出力量や、全量
売電か余剰売電かにかかわらず償却資産
として課税の対象となります。

事業の用に供している資産になりますの
で、発電出力量や、全量売電か余剰売電
かにかかわらず償却資産として課税の対
象となります。

10kW以上の
太陽光発電設備

（余剰売電・全量売電）

家屋の屋根などに経済産
業省の認定を受けた太陽
光発電設備を設置して発
電量の全量又は余剰を売
電される場合は、売電す
るための事業用資産とな
り、発電に係る設備は課
税の対象となります。

設置者

１
　

設
置
者
お
よ
び
発
電
規
模
別
の
課
税
区
分

２
　

発
電
に
係
る
設
備
の
部
分
別
評
価
区
分

　

太
陽
光
発
電
設
備
に
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
架
台
、
接
続
ユ

ニ
ッ
ト
、
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
、
表
示
ユ
ニ
ッ
ト
、
電

力
量
計
等
が
あ
り
ま
す
。

●
家
屋
に
一
体
の
建
材
（
屋
根
材
な
ど
）
と
し
て
設
置
の
場
合

は
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
架
台
は
家
屋
と
し
て
評
価
の
対
象
と
な

り
、
償
却
資
産
と
し
て
の
申
告
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
そ

の
他
の
設
備
は
償
却
資
産
と
な
り
ま
す
。

●
架
台
に
乗
せ
て
屋
根
に
設
置
す
る
場
合
や
家
屋
以
外
の
場
所

（
土
地
や
家
屋
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
構
築
物
な
ど
）

に
設
置
の
場
合
は
全
て
の
設
備
が
償
却
資
産
に
該
当
し
、
償

却
資
産
と
し
て
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
土
地
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
さ
れ
た
場
合
に
つ

い
て
の
課
税
は
、
現
況
の
確
認
を
し
て
、
現
況
地
目
を
雑
種
地

（
宅
地
比
準
）
と
し
て
、
地
面
の
状
況
な
ど
利
用
形
態
に
よ

り
、
付
近
宅
地
の
70
％
〜
30
％
の
評
価
を
行
い
、
税
額
を
算
定

し
ま
す
。
農
地
・
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
等
設
置
場
所
に
よ
っ
て

は
、
法
律
の
規
制
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
の
時
点
で
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産

を
所
有
し
て
い
る
人（
土
地
や
家
屋
は
登
記
上
の
所
有
者
）に
か
か
り
ま
す
。

土
地
や
家
屋
を
年
の
途
中
で
売
買
し
て
も
、
そ
の
年
の
12
月
末
ま
で
に
登

記
手
続
き
を
し
て
い
な
い
と
、
翌
年
度
の
税
金
を
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
税
務
住
民
課
に
申
告
や
届
出
が
必
要
で
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
土
地
、
家
屋
に
つ
い
て

●
登
記
し
て
い
な
い
建
物
を
売
買
、
相
続
、
贈
与
、
取
壊
し
な
ど
し
た

場
合

●
建
物
の
新
築
、
増
築
、
取
壊
し
を
し
た
場
合

●
土
地
の
利
用
方
法
な
ど
を
変
更
し
た
場
合

●
所
有
者
が
亡
く
な
り
、
相
続
の
登
記
が
済
ま
な
い
場
合

●
相
続
人
代
表
者
、
共
有
資
産
代
表
者
、
納
税
管
理
人
を
変
更
し
た
い

場
合

■
償
却
資
産
に
つ
い
て

　

会
社
や
個
人
が
事
業
用
の
機
械
や
備
品
な
ど
を
所
有
す
る
場
合
は
、
毎

年
１
月
１
日
現
在
の
状
況
を
１
月
31
日
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
25
年
度
に
申
告
し
た
人
に
は
12
月
中
に
申
告
書
の
用
紙
を
お
送
り

し
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
設
備
も
償
却
資
産
に
該
当
し
、
固
定
資
産
税
の
課
税
の
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
以
下
の
１『
設
置
者
お
よ
び
発
電
規
模
別

の
課
税
区
分
』
及
び
２『
発
電
に
係
る
設
備
の
部
分
別
評
価
区
分
』
を
ご

参
考
に
所
有
さ
れ
て
い
る
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
状
況
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
課
税
の
対
象
と
な
る
場
合
は
、
毎
年
１
月
末
ま
で
に
償
却
資
産

の
所
有
状
況
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
償
却

資
産
は
課
税
標
準
額
の
合
計
が
百
五
十
万
円
未
満
の
場
合
は
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
場
合
で
も
事
業
を
営
ま
れ
て
い
る
限
り
、

償
却
資
産
の
所
有
状
況
の
申
告
は
毎
年
必
要
と
な
り
ま
す
。
償
却
資
産
申

告
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
税
務
住
民
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

町
税
や
医
療
保
険
制
度
の
基
礎
で
あ
る
国
民

健
康
保
険
税
は
、
奈
義
町
の
発
展
を
支
え
る
大

切
な
財
源
で
す
。
町
で
は
、
税
負
担
の
公
平
性

を
維
持
す
る
た
め
、
滞
納
額
減
少
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

税
金
に
は
納
期
限
が
あ
り
、
納
付
方
法
は
現

金
で
納
め
る
方
法
と
口
座
振
替
が
あ
り
ま
す
。

納
付
場
所
に
つ
い
て
は
町
役
場
、
金
融
機
関
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
納
期
限
、
納
付
場
所
な
ど
、

詳
し
く
は
納
税
通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

税
金
を
滞
納
し
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
本

来
納
め
る
税
額
以
外
に
督
促
手
数
料
、
延
滞
金

を
納
め
る
こ
と
に
な
る
ほ
か
、
滞
納
処
分
に
よ

る
強
制
的
な
税
金
の
徴
収
を
受
け
ま
す
。
滞
納

処
分
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
本
人
の
意

思
に
か
か
わ
ら
ず
執
行
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
事
情
で
、
町
税
を
納
付
期
限
ま

で
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
分
割
で

の
納
付
や
、
納
期
限
の
延
長
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
病
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く
な
っ
た
。

●
失
業
や
事
業
不
振
な
ど
で
生
計
が
維
持
で
き

　

な
く
な
っ
た
。

●
災
害
や
盗
難
で
損
害
を
受
け
た
。

12月は滞納整理強化月間です ●問い合わせ先　税務住民課　☎36-4112

　11月16日、17日の2日間、文化センター大ホールで「平成25年度東作州地歌舞伎公演・横仙歌舞伎大公演」が開催
されました。この公演は、美作地域の地歌舞伎保存団体4団体で結成された「東作州地歌舞伎保存協議会」によって上
演され、会場は、町内外から歌舞伎ファンが詰めかけ、両日とも満席となる大盛況でした。
　今回の公演は、勝田歌舞伎保存会と歌舞鼓音座お囃子隊による「三番叟」で幕開けし、粟井春日歌舞伎子ども教室の
「義経千本桜 吉野山道行の場」やこども歌舞伎教室の「寿曽我対面｣、横仙歌舞伎保存会による「一谷嫩（ふたば）軍
記三段目熊谷陣屋」など、２日間で９演目を上演。
　特に美作国建国1300年を記念し、美作地域の町村長７人と美作県民局長が演じた今回限りの「美作八人男」は、節
目の年を盛り上げようと町村長さんが自ら発案し、「白浪五人男」を基にプロ演出家が約２０分の台本に仕上げたもの
で、紫色の着物姿の８人は傘を手に登場し、各地の特産品や観光地を盛り込んだセリフで名乗りを上げ、会場からは大
声援が送られました。
　また、両日とも元NHKアナウンサーの葛西聖司さんをお招きし、司会と解説を行い、来場された皆さんは熱心に鑑覧
されていました。

平成25年度
東作州地歌舞伎公演・横仙歌舞伎大公演

▼
太
陽
光
発
電
設
備
に
係
る

　
　
　

 

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
課
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2013.12月号2013.12月号

個人
(住宅用)

個人
(事業用)

法人

10kW未満の
太陽光発電設備
（余剰売電）

売電するため
の事業用資産
とはなりませ
んので、償却
資産としては
課税の対象外
となります。

個人の方であっても事業の用に供してい
る資産については、発電出力量や、全量
売電か余剰売電かにかかわらず償却資産
として課税の対象となります。

事業の用に供している資産になりますの
で、発電出力量や、全量売電か余剰売電
かにかかわらず償却資産として課税の対
象となります。

10kW以上の
太陽光発電設備

（余剰売電・全量売電）

家屋の屋根などに経済産
業省の認定を受けた太陽
光発電設備を設置して発
電量の全量又は余剰を売
電される場合は、売電す
るための事業用資産とな
り、発電に係る設備は課
税の対象となります。

設置者

１
　

設
置
者
お
よ
び
発
電
規
模
別
の
課
税
区
分

２
　

発
電
に
係
る
設
備
の
部
分
別
評
価
区
分

　

太
陽
光
発
電
設
備
に
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
架
台
、
接
続
ユ

ニ
ッ
ト
、
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
、
表
示
ユ
ニ
ッ
ト
、
電

力
量
計
等
が
あ
り
ま
す
。

●
家
屋
に
一
体
の
建
材
（
屋
根
材
な
ど
）
と
し
て
設
置
の
場
合

は
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
架
台
は
家
屋
と
し
て
評
価
の
対
象
と
な

り
、
償
却
資
産
と
し
て
の
申
告
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
そ

の
他
の
設
備
は
償
却
資
産
と
な
り
ま
す
。

●
架
台
に
乗
せ
て
屋
根
に
設
置
す
る
場
合
や
家
屋
以
外
の
場
所

（
土
地
や
家
屋
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
構
築
物
な
ど
）

に
設
置
の
場
合
は
全
て
の
設
備
が
償
却
資
産
に
該
当
し
、
償

却
資
産
と
し
て
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
土
地
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
さ
れ
た
場
合
に
つ

い
て
の
課
税
は
、
現
況
の
確
認
を
し
て
、
現
況
地
目
を
雑
種
地

（
宅
地
比
準
）
と
し
て
、
地
面
の
状
況
な
ど
利
用
形
態
に
よ

り
、
付
近
宅
地
の
70
％
〜
30
％
の
評
価
を
行
い
、
税
額
を
算
定

し
ま
す
。
農
地
・
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
等
設
置
場
所
に
よ
っ
て

は
、
法
律
の
規
制
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
の
時
点
で
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産

を
所
有
し
て
い
る
人（
土
地
や
家
屋
は
登
記
上
の
所
有
者
）に
か
か
り
ま
す
。

土
地
や
家
屋
を
年
の
途
中
で
売
買
し
て
も
、
そ
の
年
の
12
月
末
ま
で
に
登

記
手
続
き
を
し
て
い
な
い
と
、
翌
年
度
の
税
金
を
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
税
務
住
民
課
に
申
告
や
届
出
が
必
要
で
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
土
地
、
家
屋
に
つ
い
て

●
登
記
し
て
い
な
い
建
物
を
売
買
、
相
続
、
贈
与
、
取
壊
し
な
ど
し
た

場
合

●
建
物
の
新
築
、
増
築
、
取
壊
し
を
し
た
場
合

●
土
地
の
利
用
方
法
な
ど
を
変
更
し
た
場
合

●
所
有
者
が
亡
く
な
り
、
相
続
の
登
記
が
済
ま
な
い
場
合

●
相
続
人
代
表
者
、
共
有
資
産
代
表
者
、
納
税
管
理
人
を
変
更
し
た
い

場
合

■
償
却
資
産
に
つ
い
て

　

会
社
や
個
人
が
事
業
用
の
機
械
や
備
品
な
ど
を
所
有
す
る
場
合
は
、
毎

年
１
月
１
日
現
在
の
状
況
を
１
月
31
日
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
25
年
度
に
申
告
し
た
人
に
は
12
月
中
に
申
告
書
の
用
紙
を
お
送
り

し
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
設
備
も
償
却
資
産
に
該
当
し
、
固
定
資
産
税
の
課
税
の
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
以
下
の
１『
設
置
者
お
よ
び
発
電
規
模
別

の
課
税
区
分
』
及
び
２『
発
電
に
係
る
設
備
の
部
分
別
評
価
区
分
』
を
ご

参
考
に
所
有
さ
れ
て
い
る
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
状
況
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
課
税
の
対
象
と
な
る
場
合
は
、
毎
年
１
月
末
ま
で
に
償
却
資
産

の
所
有
状
況
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
償
却

資
産
は
課
税
標
準
額
の
合
計
が
百
五
十
万
円
未
満
の
場
合
は
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
場
合
で
も
事
業
を
営
ま
れ
て
い
る
限
り
、

償
却
資
産
の
所
有
状
況
の
申
告
は
毎
年
必
要
と
な
り
ま
す
。
償
却
資
産
申

告
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
税
務
住
民
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

町
税
や
医
療
保
険
制
度
の
基
礎
で
あ
る
国
民

健
康
保
険
税
は
、
奈
義
町
の
発
展
を
支
え
る
大

切
な
財
源
で
す
。
町
で
は
、
税
負
担
の
公
平
性

を
維
持
す
る
た
め
、
滞
納
額
減
少
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

税
金
に
は
納
期
限
が
あ
り
、
納
付
方
法
は
現

金
で
納
め
る
方
法
と
口
座
振
替
が
あ
り
ま
す
。

納
付
場
所
に
つ
い
て
は
町
役
場
、
金
融
機
関
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
納
期
限
、
納
付
場
所
な
ど
、

詳
し
く
は
納
税
通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

税
金
を
滞
納
し
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
本

来
納
め
る
税
額
以
外
に
督
促
手
数
料
、
延
滞
金

を
納
め
る
こ
と
に
な
る
ほ
か
、
滞
納
処
分
に
よ

る
強
制
的
な
税
金
の
徴
収
を
受
け
ま
す
。
滞
納

処
分
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
本
人
の
意

思
に
か
か
わ
ら
ず
執
行
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
事
情
で
、
町
税
を
納
付
期
限
ま

で
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
分
割
で

の
納
付
や
、
納
期
限
の
延
長
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
病
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く
な
っ
た
。

●
失
業
や
事
業
不
振
な
ど
で
生
計
が
維
持
で
き

　

な
く
な
っ
た
。

●
災
害
や
盗
難
で
損
害
を
受
け
た
。

12月は滞納整理強化月間です ●問い合わせ先　税務住民課　☎36-4112

　11月16日、17日の2日間、文化センター大ホールで「平成25年度東作州地歌舞伎公演・横仙歌舞伎大公演」が開催
されました。この公演は、美作地域の地歌舞伎保存団体4団体で結成された「東作州地歌舞伎保存協議会」によって上
演され、会場は、町内外から歌舞伎ファンが詰めかけ、両日とも満席となる大盛況でした。
　今回の公演は、勝田歌舞伎保存会と歌舞鼓音座お囃子隊による「三番叟」で幕開けし、粟井春日歌舞伎子ども教室の
「義経千本桜 吉野山道行の場」やこども歌舞伎教室の「寿曽我対面｣、横仙歌舞伎保存会による「一谷嫩（ふたば）軍
記三段目熊谷陣屋」など、２日間で９演目を上演。
　特に美作国建国1300年を記念し、美作地域の町村長７人と美作県民局長が演じた今回限りの「美作八人男」は、節
目の年を盛り上げようと町村長さんが自ら発案し、「白浪五人男」を基にプロ演出家が約２０分の台本に仕上げたもの
で、紫色の着物姿の８人は傘を手に登場し、各地の特産品や観光地を盛り込んだセリフで名乗りを上げ、会場からは大
声援が送られました。
　また、両日とも元NHKアナウンサーの葛西聖司さんをお招きし、司会と解説を行い、来場された皆さんは熱心に鑑覧
されていました。

平成25年度
東作州地歌舞伎公演・横仙歌舞伎大公演

▼
太
陽
光
発
電
設
備
に
係
る

　
　
　

 

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
課
税
に
つ
い
て
▲

固
定
資
産
税
の
申
告
や
届
出
を
忘
れ
ず
に

税
金
は
い
つ
ま
で
に
ど
こ
で
納
め
る
の
？

税
金
を
滞
納
す
る
と
ど
う
な
る
の
？

納
税
が
困
難
な
時
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

公
平
な
納
税
の
た
め
に

☆美作八人男☆

第 ６ 回
臨 時 会議  会

　10月31日、奈義町議会第６回臨時会が開会され、同日
に全日程を終え閉会しました。議案が提出され、いずれ
も慎重な審議の結果、原案どおり可決されました。
　可決された議案は、次のとおりです。

□条例
　奈義町元気臨時交付金基金条例

□補正予算
（一般会計）(第４号）
　歳入歳出それぞれ２億６,７９０万円を増額し、総額

４６億２,４５０万円となりました。
☆歳入の主なもの
　・総務費国庫補助金　　　　　　２億５,０００万円
　・総務債　　　　　　　　　　　　　１,１００万円
☆歳出の主なもの
　・基金費　　　　　　　　　　　２億１,１５０万円
　・財産管理費　　　　　　　　　　　３,４２０万円
　・農業用施設災害復旧費　　　　　　 　４９０万円
　・保健衛生総務費　　　　　　　　　 　４２０万円
　・横仙歌舞伎振興費　　　　　　　　 　３００万円

□契約締結
　那岐山麓遊歩道整備工事請負契約の締結について

　国が行う経済対策で追加される公共投資の地方負担
が大規模であり、地方の資金調達に配慮し経済対策の
迅速かつ円滑な実施を図るため、特例措置として実施
されます。
　本町には約２億５千万円が交付される見込みで、25
年度から26年度にかけて交付金、過疎債を活用しなが
ら、主に次の事業を計画しています。
○公共施設太陽光発電システム施設整備事業

(役場庁舎、小・中学校、幼稚園（２園)、保育園、
海洋センター　他）
○奈義ファミリークリニック改修事業

(施設の更新・改修工事）
○歌舞伎・太鼓稽古場整備事業

(文化センター北側に建設）

地域の元気臨時交付金
（地域経済活性化・雇用
創出臨時交付金）の概要
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2013.12月号2013.12月号

12月16日㈪
12月17日㈫
12月18日㈬

定　員
70人
70人
60人

場　　所

保健相談センター

受付時間
１グループ目：８時～８時40分
２グループ目：９時～９時40分
３グループ目：10時～10時30分

月　　日

黒豚
料理

副菜
ご飯
パン

スープ、味噌汁他

和え物

炒め物、漬物
酢の物、漬物
天ぷら

飲み物他

主菜

サラダ カレー

●問い合わせ先　保健相談センター　☎36-6700

●問い合わせ先　保健相談センター　☎36-6700

　奈義町では、肝臓・膵臓・胆のう等のがんや無症状の病気（ポリープ・結石・脂肪肝等）を早期発見・治療するため、
腹部超音波検査を実施しています。今年も下記のとおり実施しますので、この機会にぜひ超音波検査を受けましょう。

１．対　象　者　　　20歳以上の希望者
２．料　　　金　　　1,300円（全員有料）
３．受 付 開 始　　　12月５日㈭　８時30分から　定員になり次第締め切ります。
４．申し込み方法　　保健相談センターに電話または来所で直接申し込んで下さい。
　　　　　　　　　　＊申し込み時には、希望の日にちとグループ・住所・氏名・生年月日・電話番号をお伝えください。
５．持　参　物　　　タオル１枚
６．検査前の注意　　検査前日の午後９時以降は、飲食はしないでください。
　　　　　　　　　　薬・水・お茶も飲まないでください。
　　　　　　　　　　タバコも御遠慮ください。

腹 部 超 音 波 検 査 の お 知 ら せ

　「おなかがでてきたなあ」「メタボが心配」
　そんな思いを解消したい方を対象とした健康教室を開催します。
　栄養委員がおすすめする減塩・野菜ワンプレートメニューの実習を通してバランスのとれた食事について
知識を深めます。

日　時　平成26年１月30日(木）
　　　　　午後１時30分～午後４時　
場　所　文化センター　
対象者　奈義町在住の40歳代～60歳代の方
定　員　25名　(定員になり次第締め切らせ

ていただきます)
申込み　　参加ご希望の方は、保健相談セン
ターへお申し込みください。

健康増進教室参加者募集
～野菜ワンプレートメニュー普及～

　11月1日から３日までの３日間、文化センターで生涯
学習フェスティバルが行われ、17グループ156人の皆さ
んの書道や絵画、陶芸などの力作が展示されました。
　また、最終日の３日には式典と芸能発表会が行われ、
優秀な成績を納められた22名の方々への入賞盾の贈呈、
歌や踊り、太鼓など14グループ154人の皆さんによる日
頃の練習成果の披露が行われ、会場に集まった観客から
大きな拍手が送られていました。

生涯学習フェスティバル開催

　11月３日、荒内西地内の内松池で奈義町消防団によ
る模擬火災訓練が行われました。これは、全国秋の火災
予防週間にあわせて、火災や災害に迅速かつ的確に対応
するために毎年行っています。
　当日は、朝７時に無線放送の緊急放送を合図に、奈義
町消防団員約200人が出動し、伝達訓練とあわせて一斉
放水訓練を行いました。
　訓練後は、町内防火パレードや消火栓ボックスの点検
作業など、各地区で様々な火災予防活動が行われました。

秋の火災予防
模擬火災訓練～奈義町消防団～

　奈義町体育協会主催「町民ソフトボール大会ナイター
リーグ戦」が11月７日(木)、８日(金)の２日間、総合運
動公園多目的広場において開催されました。大会は全４
チームにより行われ、ホームランやファインプレーが出
るなど熱戦が繰り広げられました。結果は次のとおりで
す。
　優　勝　　町南クラブ　　　準優勝　　 豊並倶楽部
　第３位　　西原チーム　　　第４位　　役場チーム

町民ソフトボール大会
　  ナイターリーグ戦　開催

　このたび、西原の野々上　衛さん（大正2年11月20日
生）が100歳を迎えられるにあたり、長寿のお祝いを行
いました。当日は花房町長や美作県民局職員等が訪問し、
お祝い状と記念品が贈られました。
　野々上さんは、園芸の趣味があり、百日草やさざんか
をデイサービスに持っていくそうです。長寿の秘訣は
「あんまり怒らないこと」とお話しをいただきました。

100歳おめでとうございます
奈義町西原　野々上　衛 さん

那岐山麓
山の駅の冬は、バイキン

グ！！

※メニューは予定です。事情により急きょ変更
　する場合もあります。1,100円で食べ放題！

　12月～２月の３か月間限定で、営業日の11：00～14：00の間、
副菜は、食べ放題のバイキングを実施します。(主菜を１品選択
していただきます。また、バイキング実施期間中は通常メニュー
のとれとれ弁当等の提供は行いません｡）地元の安全安心で新鮮
食材をふんだんに使用し
たメニューをご用意して
みなさまのお越しをお待
ちしています。
※年末年始の営業につい
　ては、７ページを参照
　してください。

内　容　栄養委員と一緒に健康な食生活について考
えます
◎食事バランスガイドによる食事のチェッ
ク

◎みそ汁の塩分測定
◎減塩・野菜ワンプレートメニューの調理
実習

◎ロコモティブシンドローム予防体操

応援
ありがとう！
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2013.12月号2013.12月号
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◎学芸員によるギャラリートーク（会期中随時）
　ご希望の方に学芸員が作品解説をいたします。
　（※学芸員不在の場合もありますのでご了承ください｡）

2013.12月号2013.12月号

●問い合わせ先　奈義町現代美術館　☎36-5811  FAX36-5855　e-mail:nagimoca@town.nagi.okayama.jp

-ＢＯＤＹ　身体の記憶-
アートの今・岡山2013　 岡山県農地・水・環境保全

　　　向上対策協議会会長賞

豊沢地区活動組織が受賞

粗大ごみ・リサイクル家電収集

「第64回県展入賞・入選作品展」

みずいろねこ作品展

秋の六甲山を満喫
〈なぎスポーツクラブ〉

　去る10月20日、東山工業団地
の一画を会場として粗大ごみ収集
が行われました。各地区長をはじ
めとした皆様にご協力いただき、
家庭から出た粗大ごみや各地区に
不法投棄されていた粗大ごみなど、
約31ｔを収集しました。
　また、10月22日はテレビ、冷
蔵庫など家電リサイクル法対象品
目を収集しました。
　今後も環境美化とゴミの適切な
処理にご協力お願いします。
収集件数
・粗大ごみ・・・・・３２０件
・家電リサイクル・・・２４台

　展示作品は、今年秋の第64回県展で、｢洋画部門」｢書道部
門」の入選以上に選ばれた町内在住の方々の出品作に、各自一点
ずつ自薦出品いただいた作品も併せ展示しております。
　この機会に、是非とも町内在住の皆さんの力作をご堪能下さい。

●日　時　12月14日㈯ ～ 15日㈰
　　　　　 午前10時～午後４時30分

●場　所　那岐山麓山の駅２階研修室
●内　容　石粉粘土で作った猫と自然素材を組み合わ

せたオリジナル作品の展示及び販売
●問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114

　人権週間は、憲法によってすべての人に平等に保障
されている基本的人権をよりいっそう大切にするよ
う、改めて考えるための週間です。人権は日常生活と
かけ離れているものではありません、身近なことから
人権について考え、一人ひとりがお互いを尊重し合
い、同和問題をはじめ女性、子ども、いじめなど様々
な人権問題の解決に向けて主体的に取り組み明るく住
みよい社会を築きましょう。
　また、人権といえば堅苦しく聞こえますが、どんな
ことでもお困りの方は、法務局やお近くの人権擁護委
員にお気軽にご相談ください。
　奈義町では、毎月１回行政・悩みごと・心配ごと相
談所を開設しています。相談は無料で秘密は固く守ら
れますのでご安心ください。

●奈義町人権擁護委員　　　
　　　國富　良幸（西原）
　　　森藤　節雄（豊沢）
●岡山地方法務局津山支局　☎0868-22-9155

　11月25日、吉備中央町のきびプラザで岡山県農地・
水・環境保全向上対策協議会会長賞の表彰式が行わ
れ、豊沢地区活動組織が受賞しました。
　豊沢地区活動組織は平成19年度より農地・水保全管
理支払交付金事業に取り組み、水路や農道の適正な管
理、また子供会や老友会と協力し、四季折々の花の植
栽を行い良好な景観形成に努めるなど、地区住民が一
体となって活動を行ってきたことが評価され、岡山県
農地・水・環境保全向上対策協議会会長賞が贈られま
した。

　11月13日、なぎスポーツクラブ主催の六甲山ウォー
キング大会を行ないました。
　この大会には、会員37名が参加し、秋の紅葉で色付
き始めた六甲山を満喫しました。
　当日は天候にも恵まれ、出発地点である山頂付近に
到着した一行は、山頂で全員が記念撮影を行った後、
遊歩道から眼下に広がる神戸市内の景色と色付きかけ
た紅葉を満喫しながら、約９キロの道のりを完歩し六
甲山牧場に到着しました。

　厚生年金・国民年金の「老齢年金」は、税
法上「雑所得」として所得税の課税対象にな
ります。
　このうち、「老齢年金」の額が108万円以
上（65歳以上の方は158万円以上）の方に
ついては、所得税を源泉徴収することになっ
ています。
　日本年金機構では、平成25年１月～12月
中に「老齢年金」を受け取られている方全員
に１月下旬に源泉徴収票を送付します。
　源泉徴収票は、年金以外に給与収入があり
確定申告をするときや、源泉徴収税額の還付
を受けられるときに添付する必要があります。
　万一、源泉徴収票を紛失された場合は再交
付ができますので、下記年金事務所等へお申
し出ください。
　なお、｢障害年金」や「遺族年金」につい
ては非課税ですので、源泉徴収票の送付はあ
りません。
●問い合わせ先
　　津山年金事務所　　☎31-2365
　　ねんきんダイヤル　☎0570-05-1165

源泉徴収票が送付されます ●期　間 12月20日㈮ ～ 26日㈭
●場　所　奈義町現代美術館町民ギャラリー

●期　間　2014年1月5日(日)～2月11日(火・祝)
　　　　　午前９時30分～午後５時(入館は午後4時30分まで）
　　　　　■休館日／毎週月曜日、祝日の翌日
　　　　　　　　（1月13日（月・祝）開館・1月14日（火）休館）

●場　所　奈義町現代美術館ギャラリー
●出品作家：加賀雅俊（写真）、貞政絇子（写真）、上西竜二
　　　　　　（絵画）、田丸稔（彫刻）、灰原愛（彫刻）、平子
　　　　　　雄一（絵画）、三浦宏之（ダンス）、峯石まどか
　　　　　　（絵画）、森和彦（インスタレーション）

●入館料　無料

　『アートの今・岡山』は、現在の岡山における様々な現代美
術表現の「今」の姿を幅広く紹介する巡回企画展です。開催9
回目を迎える今回は、「身体」をテーマとして、岡山県ゆかり
の現代作家9名の作品をご紹介します。
本展では、身体にまつわる表現について独自の視点で取り組む
作家の仕事を取り上げ、それらの作品が語る「身体の記憶」に
注目します。なお、本展は天神山文化プラザを皮切りに、高梁
市歴史美術館を経て奈義町現代美術館へ巡回します。

12月4日～10日までは
　　　　　　人権週間です
みんなで築こう　人権の世紀
　～考えよう　相手の気持ち
　　　　育てよう　思いやりの心～
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法上「雑所得」として所得税の課税対象にな
ります。
　このうち、「老齢年金」の額が108万円以
上（65歳以上の方は158万円以上）の方に
ついては、所得税を源泉徴収することになっ
ています。
　日本年金機構では、平成25年１月～12月
中に「老齢年金」を受け取られている方全員
に１月下旬に源泉徴収票を送付します。
　源泉徴収票は、年金以外に給与収入があり
確定申告をするときや、源泉徴収税額の還付
を受けられるときに添付する必要があります。
　万一、源泉徴収票を紛失された場合は再交
付ができますので、下記年金事務所等へお申
し出ください。
　なお、｢障害年金」や「遺族年金」につい
ては非課税ですので、源泉徴収票の送付はあ
りません。
●問い合わせ先
　　津山年金事務所　　☎31-2365
　　ねんきんダイヤル　☎0570-05-1165

源泉徴収票が送付されます ●期　間 12月20日㈮ ～ 26日㈭
●場　所　奈義町現代美術館町民ギャラリー

●期　間　2014年1月5日(日)～2月11日(火・祝)
　　　　　午前９時30分～午後５時(入館は午後4時30分まで）
　　　　　■休館日／毎週月曜日、祝日の翌日
　　　　　　　　（1月13日（月・祝）開館・1月14日（火）休館）

●場　所　奈義町現代美術館ギャラリー
●出品作家：加賀雅俊（写真）、貞政絇子（写真）、上西竜二
　　　　　　（絵画）、田丸稔（彫刻）、灰原愛（彫刻）、平子
　　　　　　雄一（絵画）、三浦宏之（ダンス）、峯石まどか
　　　　　　（絵画）、森和彦（インスタレーション）

●入館料　無料

　『アートの今・岡山』は、現在の岡山における様々な現代美
術表現の「今」の姿を幅広く紹介する巡回企画展です。開催9
回目を迎える今回は、「身体」をテーマとして、岡山県ゆかり
の現代作家9名の作品をご紹介します。
本展では、身体にまつわる表現について独自の視点で取り組む
作家の仕事を取り上げ、それらの作品が語る「身体の記憶」に
注目します。なお、本展は天神山文化プラザを皮切りに、高梁
市歴史美術館を経て奈義町現代美術館へ巡回します。

12月4日～10日までは
　　　　　　人権週間です
みんなで築こう　人権の世紀
　～考えよう　相手の気持ち
　　　　育てよう　思いやりの心～
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2013.12月号 2013.12月号

中  学  校

チャイルドホーム

中  学  校

旬を食べ
る

旬を食べ
る
～地産地消のすすめ～

チャイルドホーム

★ねぎのグラタン（４人分）
　・長ねぎ………………３本
　・バター………………少々
　・まいたけ………１パック
　・ロースハム…………４枚
　・ピザ用チーズ……100ｇ
　・塩こしょう………各少々
　・パン粉・粉チーズ…少々

（1）里芋を牛乳で煮て、マッシャーなどでつぶし、バ
ターと塩こしょうを加え、とろりとするまで煮る。

（2）グラタン皿にソースを敷き、ねぎとまいたけとハ
ムをのせ、残りのソースをかけ、チーズをのせる。

（3）220℃のオーブンで焼き色がつくまで、10～15分
間焼く。

　　加熱
すると独

特

　の甘み
とうま味

がき

わだつ長
ねぎは、

奈義町

の特産品
です。

特有の香
りがあり

薬味と

してだけ
でなく、

煮物や

鍋物をは
じめ、い

ろいろ

　 な料
理に応用

でき

　　ます
。

　年末のごみ収集については、12月26日㈭に西地区、
27日㈮に東地区を行いますので、午前８時30分までに、
各ゴミステーションにお出しください。年始は１月６
日㈪から通常どおり収集を行います。
　なお、東部衛生（ごみ処理場）の予定については、
下記の表をご覧ください。

スローガン
『Ｗith your smile～かける思いは果てしなく～」

平成25年

平成26年

12／22
12／23
12／24
12／25
12／26

12／27

12／28
12／29
12／30
12／31
1／1
1／2
1／3
1／4
1／5

1／6

1／7

曜日
日
月
火
水
木

金

土
日
月
火
水
木
金
土
日

月

火

ごみ持込
休み
休み

◯
◯
◯
◯
×

休み（９日間)

◯
×
◯

受付時間

通常どおり
通常どおり
通常どおり
8：30～12：00
13：00～　　　

8：30～12：00
13：00～　　　
通常どおり

年　月　日

平成25年度ごみ収集・ごみ処理場予定について

・里芋…………600ｇ
・牛乳………カップ３
・バター……大さじ１
・塩………小さじ1/3

３～４㎝のぶつ切りにし、バ
ターで炒め、塩こしょうする
小房にわけ、一緒に炒める
細切り

【レシピ紹介：栄養委員会】

皮をむいて、輪切りにする

○「体育祭」　9月14日、体育祭がおこなわれました。スローガンど
おり、生徒全員がsmileでさわやかな体育祭にすることができまし
た。一つ一つの種目には優勝めざして白熱した戦いが繰り広げられ
ました。また、組体操では自分たちの住む町「奈義」をテーマに雄
大な自然と歴史と文化を完璧な演技で見事に表現しました。
○「合唱祭」　11月4日、合唱祭を盛大に開催することができました。

例年よりも時期が早まり、練習時間が短かったのにもかかわらず、
各クラスとも心を一つに美しいハーモニーを披露してれくれました。
最後に生徒全員で歌った全校合唱「あなたへ〜旅立ちに寄せるメッ
セージ〜」はまさに圧巻、全校生徒の心が伝わる歌声でした。

　体育祭も合唱祭も生徒実行委員を中心として練習から本番まで練習
計画から本番の運営まで生徒の手でつくりあげました。自分たちでや
り遂げたことを自信にして、これからの学校生活に活かしてもらいた
いと思います。

　なぎチャイルドホームでは、毎月第３金曜日の10時から正午まで脳
の活性化をめざして「脳生き生き教室」を開催しています。この教室は
年齢、性別に関係なく誰でも参加できる教室です。活動内容は３ヶ月に
一度、参加者からやってみたいことをつのり、参加者の中でリーダーを
決めて行っています。10月にはけん玉、11月には体操とヨガを行いま
した。会費は200円となっています。
　興味、関心のある方はぜひご参加ください。
　次回は12月20日㈮です。脳を生き生きさせる食物で鍋料理の忘年会
を行います。(会費500円）
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2013.12月号 2013.12月号

中  学  校

チャイルドホーム
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～地産地消のすすめ～
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　・バター………………少々
　・まいたけ………１パック
　・ロースハム…………４枚
　・ピザ用チーズ……100ｇ
　・塩こしょう………各少々
　・パン粉・粉チーズ…少々

（1）里芋を牛乳で煮て、マッシャーなどでつぶし、バ
ターと塩こしょうを加え、とろりとするまで煮る。

（2）グラタン皿にソースを敷き、ねぎとまいたけとハ
ムをのせ、残りのソースをかけ、チーズをのせる。

（3）220℃のオーブンで焼き色がつくまで、10～15分
間焼く。

　　加熱
すると独

特
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わだつ長
ねぎは、

奈義町

の特産品
です。
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りがあり

薬味と

してだけ
でなく、

煮物や

鍋物をは
じめ、い

ろいろ
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理に応用

でき

　　ます
。

　年末のごみ収集については、12月26日㈭に西地区、
27日㈮に東地区を行いますので、午前８時30分までに、
各ゴミステーションにお出しください。年始は１月６
日㈪から通常どおり収集を行います。
　なお、東部衛生（ごみ処理場）の予定については、
下記の表をご覧ください。

スローガン
『Ｗith your smile～かける思いは果てしなく～」

平成25年

平成26年

12／22
12／23
12／24
12／25
12／26

12／27

12／28
12／29
12／30
12／31
1／1
1／2
1／3
1／4
1／5

1／6

1／7

曜日
日
月
火
水
木

金

土
日
月
火
水
木
金
土
日

月

火

ごみ持込
休み
休み

◯
◯
◯
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×

休み（９日間)

◯
×
◯

受付時間

通常どおり
通常どおり
通常どおり
8：30～12：00
13：00～　　　

8：30～12：00
13：00～　　　
通常どおり

年　月　日

平成25年度ごみ収集・ごみ処理場予定について

・里芋…………600ｇ
・牛乳………カップ３
・バター……大さじ１
・塩………小さじ1/3

３～４㎝のぶつ切りにし、バ
ターで炒め、塩こしょうする
小房にわけ、一緒に炒める
細切り

【レシピ紹介：栄養委員会】

皮をむいて、輪切りにする

鷹
たかとり

取　善
よ い ち

千くん
（柿）

林
はやしばら

原　彩
い ろ は

芭ちゃん
（滝　本）

松
まつした

下　栞
か ん な

奈ちゃん
（滝　本）

中
なかむら

村　大
たいせい

晟くん
（滝　本）

船
ふなびき

曳　洸
こ う き

貴くん
（広　岡）

下
し も ぬ り

温湯 悠
ゆ う ま

真くん
（滝　本）

中
なかしま

島 旺
お う し ろ う

志朗くん
（豊　沢）

三
み や け

宅　里
り な

奈ちゃん
（豊　沢）

河
かわさき

崎　浬
かいり

くん
（中島西）

福
ふ く だ

田　奈
な お

央ちゃん
（中島西）

小
お さ か

阪　慶
け い こ

子ちゃん
（滝　本）

橋
はしもと

本 菜
な な こ

々子ちゃん
（豊　沢）

立
たていし

石　楓
か の

乃ちゃん
（行　方）

松
まつした

下　透
と う や

也くん
（滝　本）

細
ほそかわ

川　稜
い ず き

生くん
（高　円）
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。



2013.12月号 2013.12月号

10：30～11：3012月９日㈪

10：00～12：0012日㈭

なぎ

チャイ
ルドホ

ーム

つどい
の広場

「ちゅ
くしん

ぼ」

親子クッキング（申し込み必要　親子12組）
10：30～11：3013日㈮ 子どもの話する時間
10：30～11：3016日㈪ ０・１歳児あつまれ! 
10：00～12：0017日㈫ おないどし きんちゃい!
10：30～11：0018日㈬ クリスマス会＆音遊び
10：00～11：3019日㈭ ぴかぴかDay 年末大掃除

いっしょにあそぼ !（２歳児～３歳児とその保
護者が対象） 

13：00～13：30
12月10日㈫ 9：30～10：00

13：15～13：45
11日㈬ ２歳６か月児健康診査 平成23年４月１日～平成23年６月30日生まれの幼児

フッ素塗布 乳歯が4本以上生えた乳児～小学校入学前までの希望者

生後３か月～生後１歳６か月の乳幼児よちよち広場

【注意】12月27日㈮～１月６日㈪はお休みします。

なぎチャイルドホーム

受付時間月　日 行　　　事 対　　　象　　　者

保健相談
センター

場　所

毎週月～金曜日
時　　間
10：00～15：00

場　　　所
なぎチャイルドホーム

対 象 者 ・ 内 容
乳幼児と保護者の情報交換と交流

月 日

※主に小学生以下のお子様と妊婦
　を対象とした行事を紹介します

10：00～15：00 なぎチャイルドホーム 幼・小・中学生をはじめ、地域の皆さんもいつでも遊びにおいでください｡
毎週
月～金曜日

時　　間 場　　　所 対 象 者 ・ 内 容月 日

◎問い合わせ先　奈義町保健相談センター ☎36-6700

◎問い合わせ先　なぎチャイルドホーム ☎36-8241

～図書館からのお知らせ～
 国立国会図書館がオンライン資料（電子書籍等）の納入制度を開始しました
　国立国会図書館では、国立国会図書館法に基づき、本や
雑誌などの出版物を国民共有の文化的財産として後世に伝
えるための収集、保存に努めています。
　平成25年７月からは、従来の紙の資料に加えてオンラ
イン資料（電子書籍、電子雑誌等）の納入制度を開始して
います。
　インターネット等で民間（機関や個人）が出版、公開し
た電子書籍、電子雑誌等のうち、ファイル形式が対応して
いる（PDF、

イ ー パ ブ

EPUB、
デ イ ジ ー
DAISY形式）など、いくつかの要件

に当てはまるものが収集対象になります。
　納入方法は、出版者の申出により国立国会図書館がホー
ムページ上から自動収集する、DVD－ROMに保存して郵
送する方法などがあります。
＜問い合わせ先＞
　国立国会図書館にオンライン資料の納入を希望される方、
制度に興味をお持ちの方は、次までお問い合わせください。
国立国会図書館関西館 電子図書館課
電　話：０３－３５８１－２３３１
E-mail：online@ndl.go.jp
★地域資料（郷土資料）について
　奈義町や岡山県など、地域に関わる作者や内容のオンラ
イン資料は、奈義町立図書館で収集、保存に努めています。
お問い合わせください。
奈義町立図書館　☎０８６８－３６－５８１１
　E-mail：tosho@town.nagi.okayama.jp
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10：00～11：3019日㈭ ぴかぴかDay 年末大掃除

いっしょにあそぼ !（２歳児～３歳児とその保
護者が対象） 

13：00～13：30
12月10日㈫ 9：30～10：00

13：15～13：45
11日㈬ ２歳６か月児健康診査 平成23年４月１日～平成23年６月30日生まれの幼児

フッ素塗布 乳歯が4本以上生えた乳児～小学校入学前までの希望者

生後３か月～生後１歳６か月の乳幼児よちよち広場

【注意】12月27日㈮～１月６日㈪はお休みします。

なぎチャイルドホーム

受付時間月　日 行　　　事 対　　　象　　　者

保健相談
センター

場　所

毎週月～金曜日
時　　間
10：00～15：00

場　　　所
なぎチャイルドホーム

対 象 者 ・ 内 容
乳幼児と保護者の情報交換と交流

月 日

※主に小学生以下のお子様と妊婦
　を対象とした行事を紹介します

10：00～15：00 なぎチャイルドホーム 幼・小・中学生をはじめ、地域の皆さんもいつでも遊びにおいでください｡
毎週
月～金曜日

時　　間 場　　　所 対 象 者 ・ 内 容月 日

◎問い合わせ先　奈義町保健相談センター ☎36-6700

◎問い合わせ先　なぎチャイルドホーム ☎36-8241

～図書館からのお知らせ～
 国立国会図書館がオンライン資料（電子書籍等）の納入制度を開始しました
　国立国会図書館では、国立国会図書館法に基づき、本や
雑誌などの出版物を国民共有の文化的財産として後世に伝
えるための収集、保存に努めています。
　平成25年７月からは、従来の紙の資料に加えてオンラ
イン資料（電子書籍、電子雑誌等）の納入制度を開始して
います。
　インターネット等で民間（機関や個人）が出版、公開し
た電子書籍、電子雑誌等のうち、ファイル形式が対応して
いる（PDF、

イ ー パ ブ

EPUB、
デ イ ジ ー
DAISY形式）など、いくつかの要件

に当てはまるものが収集対象になります。
　納入方法は、出版者の申出により国立国会図書館がホー
ムページ上から自動収集する、DVD－ROMに保存して郵
送する方法などがあります。
＜問い合わせ先＞
　国立国会図書館にオンライン資料の納入を希望される方、
制度に興味をお持ちの方は、次までお問い合わせください。
国立国会図書館関西館 電子図書館課
電　話：０３－３５８１－２３３１
E-mail：online@ndl.go.jp
★地域資料（郷土資料）について
　奈義町や岡山県など、地域に関わる作者や内容のオンラ
イン資料は、奈義町立図書館で収集、保存に努めています。
お問い合わせください。
奈義町立図書館　☎０８６８－３６－５８１１
　E-mail：tosho@town.nagi.okayama.jp
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に
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・

奉
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も
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く

今
か
ら
三
百
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年
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で
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す
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関
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★
い
つ
も
元
気
を
あ
り
が
と
う
。

み
ん
な
彩
愛
が
大
好
き
だ
よ
☆

★
こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
わ

が
家
の
ア
イ
ド
ル
で
い
て
ね
♡

★
食
べ
る
の
大
好
き
♡
元
気
で
大

き
く
な
っ
て
ね
。



2013.12月号2013.12月号

火　　　災　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

救　　　急　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

10

月

累
　

計

0

件

1

件

10

月

累
　

計

3

件

62

件

建　物
林　野
その他

0件
0件
0件

建　物
林　野
その他

1件
0件
2件

建　物
林　野
その他

1件
0件
0件

建　物
林　野
その他

40件
6件

16件

10月
累計

件　　数 搬送人員
13件

221件
13人

226人

件　　数 搬送人員
583件

6,027件
540人

5,642人

津山圏域消防組合

※ 電話で必ずご確認ください。

平成25年10月31日現在

10月11日 ～ 11月10日受付
（敬称略）

10月21日 ～ 11月20日受付
（敬称略）

ご誕生おめでとうございます

ご結婚おめでとうございます

死亡おくやみ申し上げます

意見・提案
「サークル紹介」

募  集

各課直通ダイヤル
ご用の課へ直接電話してください

休　日　当　番　医

△

水
道
凍
結
防
止
に
つ
い
て

豊　沢　・　森　　　彩　葉ちゃん
　　　　　　　　　　　（政男・知子）

中島西　・　平　田　愛　莉ちゃん
　　　　　　　　　　　（理・佳予子）

　柿　　・　佐　桑　凜　香ちゃん
　　　　　　　　　　　（尊礼・めぐみ）

建設上下水道課
土木建設係
上下水道係

出 納 室

総 務 課

議会事務局

海洋センター

税務住民課

演習場対策室

健康福祉課

ビ カ リ ア
ミュージアム
那 岐 山 麓
山 の 駅

教育総務課

美 術 館
図 書 館

文化センター

ウォーキングプール

地域包括支援
セ ン タ ー 36-4119

産 業 振興課

（平成25年11月１日現在）

2,453世帯

6,228

人
人

男
女

人
（先月比較 ＋９） 

3,049
3,179

高　円　・　岡　本　章　裕
　　　　　　　　　　祐生子（津山市）

津山市　・　柴　田　翔　太
　　　　　　　　　　真由美（広岡）

滝　本　・　芦　田　一　郎（89歳）
西　原　・　國　富　千惠子（99歳）
　柿　　・　定　森　　　脩（82歳）
関　本　・　青　木　ヱキヨ（90歳）
行　方　・　富　坂　久　士（84歳）
小　坂　・　小　坂　　　守（91歳）

12

太 平 台 医 院
勝央町　☎38 -5775

さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎38 -6688

大 村 医 院
勝央町　☎38 -2058

野 々 上 医 院
奈義町　☎36 -8282

小 坂 田 医 院
勝央町　☎38 -2043

松 野 内 科 医 院
美作市(勝田地区) ☎ 0868-77-1310

12月
1日

日 本 原 病 院
津山市日本原　☎36 -3311
野 々 上 医 院
奈義町　☎36 -8282

8日

小 坂 田 医 院
勝央町　☎38 -2043

15日 大 村 医 院
勝央町　☎38 -2058

大 村 医 院
勝央町　☎38 -2058

さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎38 -6688
小 林 医 院
勝央町　☎38 -2008
松 野 内 科 医 院

美作市(勝田地区) ☎ 0868-77-1310

22日

23日

29日

30日

31日

●１月号は12月10日㈫が締め切りです。また、
　町・広報委員会に対するご意見・ご提案を募集
　しています。

　冬を迎え、気温がマイナス４度以下になると、水道が凍結し水道管破裂
などの事故が多くなります。これからの寒さに向けて、もう一度点検を行
い、あらかじめ凍結防止策を取りましょう。凍結防止には次のような方法
があります。
・露出している水道管や蛇口に防寒材や布などをビニールテープで巻き
つける。
・メーターボックス内に発泡スチロールをビニール袋に入れて防寒する。
・長期間留守にする場合は、メーターボックス内の止水栓を締め、蛇口
を開けて配管内の水を抜く。

※万が一、水道管が破裂してしまった場合は、メーターボックス内の止水栓を締め、町指
定業者に修理を依頼してくださ　い。また、町指定の業者名や水道料金減免措置につい
ての詳しいことは、役場建設下水道課までお問い合わせください。

●問い合わせ先　役場 建設上下水道課　☎36-4115

 あや　　 は

 あい 　   り

 りん 　  か

香典返しとして
滝　本・芦　田　栄　德（亡父・一郎）
津山市・植　月　信　雄（亡父・定森脩）
荒内西・花　谷　明　子（亡夫・浩司）
行　方・富　坂　昌　生（亡父・久士）
宮　内・粟　井　秀　夫（亡父・敬）
西　原・國　富　朔　夫（亡母・千惠子）
久　常・小　坂　昭　二（亡母・美恵）
宮　内・吉　元　茂　行（亡父・敏美）

米寿祝い返しとして
成　松・松　原　房　重

卒寿祝い返しとして
広　岡・藤　原　久　子

●
日
時　

12
月
20
日
㈮
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〜
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無
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で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ま
た

相
談
日
以
外
で
も
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遇
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年
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場
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場
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等
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●
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献
体
と
は
、
死
後
、
自
分
の
遺
体
を
医
・
歯

学
生
の
解
剖
実
習
の
た
め
大
学
に
無
償
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す
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こ
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す
。
献
体
に
は
、
家
族
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献
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さ
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。
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在

学
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日
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大
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学

■
行
政・悩
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す
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2013.12月号2013.12月号

火　　　災　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

救　　　急　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内
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計

0

件

1

件
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月
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3

件

62

件

建　物
林　野
その他

0件
0件
0件

建　物
林　野
その他

1件
0件
2件

建　物
林　野
その他

1件
0件
0件

建　物
林　野
その他

40件
6件

16件

10月
累計

件　　数 搬送人員
13件

221件
13人

226人

件　　数 搬送人員
583件

6,027件
540人

5,642人

津山圏域消防組合

※ 電話で必ずご確認ください。

平成25年10月31日現在

10月11日 ～ 11月10日受付
（敬称略）

10月21日 ～ 11月20日受付
（敬称略）

ご誕生おめでとうございます

ご結婚おめでとうございます

死亡おくやみ申し上げます

意見・提案
「サークル紹介」

募  集

各課直通ダイヤル
ご用の課へ直接電話してください

休　日　当　番　医
△

水
道
凍
結
防
止
に
つ
い
て

豊　沢　・　森　　　彩　葉ちゃん
　　　　　　　　　　　（政男・知子）

中島西　・　平　田　愛　莉ちゃん
　　　　　　　　　　　（理・佳予子）

　柿　　・　佐　桑　凜　香ちゃん
　　　　　　　　　　　（尊礼・めぐみ）

建設上下水道課
土木建設係
上下水道係

出 納 室

総 務 課

議会事務局

海洋センター

税務住民課

演習場対策室

健康福祉課

ビ カ リ ア
ミュージアム
那 岐 山 麓
山 の 駅

教育総務課

美 術 館
図 書 館

文化センター

ウォーキングプール

地域包括支援
セ ン タ ー 36-4119

産 業 振興課

（平成25年11月１日現在）

2,453世帯

6,228

人
人

男
女

人
（先月比較 ＋９） 

3,049
3,179

高　円　・　岡　本　章　裕
　　　　　　　　　　祐生子（津山市）

津山市　・　柴　田　翔　太
　　　　　　　　　　真由美（広岡）

滝　本　・　芦　田　一　郎（89歳）
西　原　・　國　富　千惠子（99歳）
　柿　　・　定　森　　　脩（82歳）
関　本　・　青　木　ヱキヨ（90歳）
行　方　・　富　坂　久　士（84歳）
小　坂　・　小　坂　　　守（91歳）

12

太 平 台 医 院
勝央町　☎38 -5775

さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎38 -6688

大 村 医 院
勝央町　☎38 -2058

野 々 上 医 院
奈義町　☎36 -8282

小 坂 田 医 院
勝央町　☎38 -2043

松 野 内 科 医 院
美作市(勝田地区) ☎ 0868-77-1310

12月
1日

日 本 原 病 院
津山市日本原　☎36 -3311
野 々 上 医 院
奈義町　☎36 -8282

8日

小 坂 田 医 院
勝央町　☎38 -2043

15日 大 村 医 院
勝央町　☎38 -2058

大 村 医 院
勝央町　☎38 -2058

さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎38 -6688
小 林 医 院
勝央町　☎38 -2008
松 野 内 科 医 院

美作市(勝田地区) ☎ 0868-77-1310

22日

23日

29日

30日

31日

●１月号は12月10日㈫が締め切りです。また、
　町・広報委員会に対するご意見・ご提案を募集
　しています。

　冬を迎え、気温がマイナス４度以下になると、水道が凍結し水道管破裂
などの事故が多くなります。これからの寒さに向けて、もう一度点検を行
い、あらかじめ凍結防止策を取りましょう。凍結防止には次のような方法
があります。
・露出している水道管や蛇口に防寒材や布などをビニールテープで巻き
つける。

・メーターボックス内に発泡スチロールをビニール袋に入れて防寒する。
・長期間留守にする場合は、メーターボックス内の止水栓を締め、蛇口
を開けて配管内の水を抜く。

※万が一、水道管が破裂してしまった場合は、メーターボックス内の止水栓を締め、町指
定業者に修理を依頼してくださ　い。また、町指定の業者名や水道料金減免措置につい
ての詳しいことは、役場建設下水道課までお問い合わせください。

●問い合わせ先　役場 建設上下水道課　☎36-4115

 あや　　 は

 あい 　   り

 りん 　  か

香典返しとして
滝　本・芦　田　栄　德（亡父・一郎）
津山市・植　月　信　雄（亡父・定森脩）
荒内西・花　谷　明　子（亡夫・浩司）
行　方・富　坂　昌　生（亡父・久士）
宮　内・粟　井　秀　夫（亡父・敬）
西　原・國　富　朔　夫（亡母・千惠子）
久　常・小　坂　昭　二（亡母・美恵）
宮　内・吉　元　茂　行（亡父・敏美）

米寿祝い返しとして
成　松・松　原　房　重

卒寿祝い返しとして
広　岡・藤　原　久　子

●
問
い
合
わ
せ
先

　

と
も
し
び
会
︵
岡
山
大
学
医
学
部
内
︶

　

☎
０
８
６
︲
２
３
５
︲
７
０
９
２

　

奈
義
町
で
は
、
こ
の
た

び
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ

ン
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
、

こ
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で

お
知
ら
せ
し
て
い
る
奈
義
町
の
お
得
な
情
報
と

合
わ
せ
て
、
今
後
様
々
な
奈
義
町
の
情
報
を
発

信
し
ま
す
。
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

●
友
だ
ち
登
録
方
法

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
イ
ン
ス
ト
ー
ル
済
み
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
検
索
機
能
か

ら
、
「
奈
義
町
」
で
検
索
し
て
登
録
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

奈
義
町
役
場 

総
務
課　

☎
36
︲
４
１
１
１

■
Ｉ
Ｔ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
科

●
訓
練
期
間　
平
成
26
年
１
月
７
日
㈫
～
３
月

31
日
㈪

●
訓
練
場
所　
勝
央
共
同
福
祉
施
設（
勝
央
町
）

●
定
員　
20
人
（
先
着
順
）

●
締
め
切
り　
12
月
９
日
㈪

※
試
験
な
し

■
１
年
訓
練
生

●
訓
練
期
間　
平
成
26
年
４
月
～
平
成
27
年
３

月
●
科
・
定
員　
電
気
設
備
科
＝
20
人
、
木
造
建

築
科
＝
10
人
、
木
工
科
＝
20
人

■
６
か
月
訓
練
生

●
訓
練
期
間　
平
成
26
年
４
月
～
９
月

●
科・定
員　
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
＝
10
人
、
Ｏ
Ａ

事
務
科
＝
20
人
、
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
科
＝
20
人

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

●
試
験
日　
平
成
26
年
１
月
25
日
㈯
、
26
日
㈰

●
受
講
料　
無
料
（
教
材
費
要
）

●
締
め
切
り　
平
成
26
年
１
月
10
日
㈮

※
科
に
よ
っ
て
対
象
者
や
申
込
方
法
が
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
先

　

北
部
高
等
技
術
専
門
校
（
津
山
市
川
崎
）

　

☎
26
︲
１
１
２
５

　

奈
義
小
学
校
図
書
委
員
会
で
は
、
読
書
に
親

し
む
た
め
に
「
学
級
文
庫
を
よ
り
充
実
さ
せ

る
」
と
い
う
取
り
組
み
を
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ご
家
庭
で
読
ま
な
く
な
っ
た
本
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
寄
贈
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
。

　

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
た
い
本

　

小
学
生
が
読
む
に
ふ
さ
わ
し
い
本

　

内
容
や
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
マ
ン

ガ
は
さ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

し
か
し
、
学
習
マ
ン
ガ
は
歓
迎
し
ま
す
。

●
期
間

　

平
成
２５
年
１２
月
２
日
㈪
～
２５
日
㈬

●
時
間

　

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

●
場
所

　

奈
義
小
学
校　

す
み
れ
教
室

19

→

■
図
書
寄
贈
の
お
願
い

■
北
部
高
等
技
術
専
門
校
訓
練
生
募
集

■
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
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＝
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
　

  

＝
図
書
館
　

  

＝
美
術
館
　

  

＝
山
の
駅
　
　
　
　

 

は
毎
週
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
日

＝
海
洋
セ
ン
タ
ー
　

  

＝
ビ
カ
リ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

は
毎
週
月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
は
休
館
日

＝
文
化
セ
ン
タ
ー
　

  

＝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
毎
週
月
曜
日
は
休
館
日

平
成
25
年
12
月
号
　
　

第
685
号

※日程は変更する場合がありますので必ずお確かめください。

1 2 3 4 7

8

5 6

9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 1 月

1 2 3 4

教育相談日
大正琴、絵画、
太鼓教室
悠々クラブ

おはなしのへや
　   (　11：00～)
陶芸教室

初日の出まつり
　　　（　6：30～）

教育相談日
図書館休館日
太鼓教室

教育相談日
第21回奈義町長杯争奪ゲートボ
ール大会（すぱーく奈義8：30～）
太鼓、大正琴教室
悠々クラブ

みずいろねこ作品展
　  　（　 ～15日）
第21回奈義町長杯争奪ゲートボ
ール大会（すぱーく奈義8：30～）
おはなしのへや
（　11：00～）
太極拳教室

行政・悩みごと・心
配ごと・教育相談日
       （　10：00～）
第64回県展入賞入
選作品展（～26日）
太鼓、大正琴教室
悠々クラブ

幼稚園発表会
　　　 （9：00～）
手編み、
太極拳教室

春陽会（　10：00～）
男性のいきいき健幸
教室(　13：30～)
囲碁、陶芸教室

男性のいきいき健幸
教室(　13：30～)
囲碁教室

春陽会（　10：00～）
男性のいきいき健幸
教室(　13：30～)
子育てサロン
　　　  （保育園）
囲碁教室

男性のいきいき健幸
教室(　13：30～)
囲碁教室

お弁当の日（保育園）
小学校フリー参観日
　　　　（10：40～）
手芸、大正琴、
英会話、パソコン、
扇舞教室

短歌、大正琴、
詩吟、銭太鼓教室
昔話語りの会

詩吟、日本画教室 第21回奈義町長杯争奪ゲートボ
ール大会（すぱーく奈義8：30～）
高脂血症予防教室
　　　(　13：30～)
俳句会、大正琴、
英会話、パソコン、
扇舞、押花教室

教育相談日

教育相談日
腹部超音波検査
（　8：00～）～18日

幼稚園開放日
（14：30～16：00）
詩吟、日本画教室

手芸、英会話、
扇舞、絵手紙教室

英会話、扇舞教室

奈義の朝市
  (山彩村 9：30～)

教育相談日

教育相談日 第2学期終業式
（幼稚園、小学校、中学校）

太極拳教室

教育相談日

日 月 火 水 木 金 土

教育相談日

今月の納税＝住民税(３期）
　　　　　　国民健康保険税(７期）
年金相談日＝日時：12月５日㈭ 
　　　　　　　　　午前10時～午後３時
　　　　　場所：美作市民センター

天皇誕生日

元日

●
日
時
　

1
月
1
日
㈬ 

元
旦

●
場
所
　

那
岐
山
麓 

山
の
駅

山
の
駅
か
ら
雲
海
と
初
日
を
望
み
ま
す
。

是
非
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

午
前
6
時
30
分
か
ら●問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-４１１４
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今月の目玉イベント

天
地
34
ミ
リ
、左
右
25
ミ
リ

20


